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寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

山
本
有
三
『
路
傍
の
石
』
を

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　

８
月
27
日
、
本
市
の
名
誉
市

民
で
あ
る
山
本
有
三
先
生
の

『
路
傍
の
石
』１
，１
０
０
冊
を
、

山
本
有
三
記
念
会
・
山
本
有
三

先
生
の
ご
遺
族
か
ら
、
市
教
育

計
画
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
生

き
る
力
」
を
持
っ
た
子
ど
も
た

ち
の
育
成
に
活
用
し
て
ほ
し
い

と
市
内
各
小
中
学
校
に
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
市
の
教
育
の
向
上
に
大
き

く
寄
与
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
市

か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
本
は
各
小
中
学

校
の
教
材
に
す
る
な
ど
、
大
切

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

 

文
化
課 

☎
20
‐
１
０
８
９

東
日
本
大
震
災
お
見
舞
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に

対
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、

心
温
ま
る
義
援
金
が
寄
せ
ら

れ
、
８
月
31
日
現
在
、
総
額
は

８
６
，
０
３
９
，
２
１
０
円
に
な

り
ま
し
た
。
日
本
赤
十
字
社
を

通
じ
て
被
災
地
に
送
り
ま
す
。

　

募
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま

し
た
方
々
は
、次
の
通
り
で
す
。

名
前
の
分
か
る
方
の
み
記
載
し

ま
す
。　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

福
祉
の
増
進
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
、
地
域
福
祉
基
金
へ
寄

付
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

▽
さ
つ
き
会
様３

４
，
８
１
５
円

▽
異
業
種
交
流
四
ツ
葉
会
様

３
０
，
０
０
０
円

▽
占
部　

真
由
美
様

３
０
，
０
０
０
円

　

こ
の
寄
付
金
は
、
今
後
、
福
祉

　

今
年
は
ク
マ
に
よ
る
人
身
事
故
が
例
年
よ
り
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
ク
マ
は
人
と
ば
っ
た
り
出
会
う
と
、
び
っ
く
り
し
て
子
グ

マ
や
自
分
の
身
を
守
ろ
う
と
し
て
人
を
襲
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ク
マ
を
寄
せ
付
け
な
い
よ
う
、
出
会
わ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

で
多
く
の
事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
ク
マ
を
人
里
へ
寄
せ
付
け
な
い
た
め
に
〉

１
．
誘
引
物
の
除
去

　

・
柿
や
栗
な
ど
の
実
を
片
付
け
る

　

・
生
ゴ
ミ
や
廃
棄
野
菜
を
庭
や
裏
山
に
捨
て
な
い

　

・
犬
や
猫
の
エ
サ
等
を
夜
間
は
建
物
内
に
入
れ
て
お
く

２
．
ク
マ
に
出
会
わ
な
い
環
境
づ
く
り

　

・
家
屋
周
辺
や
歩
道
脇
な
ど
の
や
ぶ
を
刈
り
払
っ
て
見
通
し
を

　
　

良
く
す
る

　

・
住
宅
敷
地
に
夜
間
照
明
を
設
置
す
る
等
で
ク
マ
を
発
見
し
や

　
　

す
く
す
る

　

・
ク
マ
が
活
発
に
活
動
す
る
早
朝
や
夕
方
は
、
や
ぶ
や
果
樹
の

　
　

あ
る
場
所
に
な
る
べ
く
近
づ
か
な
い

〈
山
林
な
ど
で
ク
マ
に
出
会
わ
な
い
た
め
に
〉

　

・
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
人
の
存
在
を
ク
マ
に
知
ら
せ
る

　

・
弁
当
な
ど
の
ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち
帰
る

〈
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら
〉

　

・
静
か
に
、
走
ら
ず
、
ゆ
っ
く
り
後
退
し
て
ク
マ
か
ら
離
れ
、

　
　

絶
対
に
近
づ
か
な
い

　

・
襲
っ
て
き
た
ら
、
地
面
に
う
ず
く
ま
り
、
首
の
後
ろ
で
手
を

　
　

組
ん
で
ク
マ
が
立
ち
去
る
の
を
待
つ

県
南
環
境
森
林
事
務
所 　
　
　

  

☎
０
２
８
３
‐
23
‐
１
４
４
１

 

農
林
課 　
　
　
　
　
　

   　

  

☎
21
‐
２
５
５
７

ク
マ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

▲山本有三記念会の大木洋三会長（写真右
から２人目）や山本有三先生の遺族から本
の寄贈を受ける赤堀明弘教育長（写真㊨）

みんなでつくろう安心の街
～振り込め詐欺に注意！～

　振り込め詐欺をは
じめとする特殊詐欺
の被害が後を絶たな
い状況にあります。
　市内でも、市職員
や警察官を装った不
審電話が一般家庭に
来ています。振り込め詐欺等は、被害者の
心理を巧みに悪用した犯罪で、分かってい
るつもりでも「誰もが被害者になる可能性」
があります。
　一人で判断せずに、必ず家族や警察に相
談しましょう。

　交通防犯課　☎ 21 ‐ 2141

　

石
川　

猛
、
西
方
子
ど
も
夏

祭
り
街
頭
募
金
及
び
益
金
、
栃

木
市
消
費
者
友
の
会

 

社
会
福
祉
課 

☎
21
‐２
５
０
３

　近年、子どもや若者をとりまく環境が大きく変化しています。情報化
社会の進展により、氾濫する有害情報で事件にまきこまれたり、「ネッ
トいじめ」などという以前とは異なるいじめが起きたりしています。
　また、景気の悪化により非正規労働をせざるを得ない若者や、いわゆ
るニートの数も依然として高い状態にあり、子どもや若者が未来に夢を
抱けずにいます。
　一方、従来から問題視されていた児童虐待やいじめについても、いた
ましい事件が続いています。
　このような中で、青少年が新しい時代の担い手として、その個性や能
力を最大限に発揮して、健やかにたくましく成長していくには、家庭、
学校、地域、職場などの地域社会全体で行動していく必要があります。
　この時期にもう一度、青少年の健全育成について考え、具体的な活動
を実践しましょう。
１．毎月第３日曜日「家庭の日」を推進しましょう
　家庭は、青少年が、基本的な生活習慣や社会におけ
る規範意識の基礎を身につけるなど、人間形成に大き
な役割を担う場所です。「家庭の日」には、家族みん
なが顔を揃えてふれあいを育みましょう。普段機会が
取れない方も、家族そろって食事を取ることなどから
始めてみてはいかがでしょうか。
２．子どもたちを有害環境から守りましょう
　インターネットや携帯電話は、素早く、幅広い情報が得られる便利な
手段ですが、犯罪・暴力・過激な性などの有害な情報に接する機会にも
なります。子どもたちが無秩序にこれらの情報に触れることのないよう、
フィルタリングサービスを利用しましょう。使い方について親子で話し
合ってルールを決めるのもよいでしょう。
３．「声かけ運動」を推進しましょう
　子どもは社会全体で育てていくものです。地域の子どもたちの成長に
目を向け、出会った時にはあいさつを心掛けましょう。また、可能な範
囲で地域の行事にも参加し、地域での繋がりを育てましょう。
模範児童生徒を表彰します
　栃木市青少年問題協議会では、地域行事等に積極的に参加し、より良
い社会づくりに貢献している子どもたちを応援するため、模範児童生徒
を表彰します。
困った時には青少年育成センターへ
　心のこと・身体のこと・家族のこと・「誰にも言えなかった」心配なこと・
困っていることなど、ひとりで悩まず相談してください。相談内容の秘
密は、厳守します。
相談日：毎週月～金曜日 9 時～ 17 時
相談先：青少年育成センター（市民会館内）☎ 23-6566

11 月は「 子ども ・ 若者育成支援強調月間」
～子どもたちを　育てよう健やかに　支えようみんなで～

政
策
の
た
め
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

 

社
会
福
祉
課 

☎
21
‐２
５
０
２

　
11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

〝
さ
し
の
べ
た 
そ
の
手
が
こ
ど
も
の 

命
綱
〟

（
平
成
25
年
度
標
語
）

　

児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
人

権
を
著
し
く
侵
害
し
、
心
身
の

成
長
や
人
格
の
形
成
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
も
の
で
す
。
子
ど
も

を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
に
は
、

子
ど
も
の
立
場
が
最
優
先
さ
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
身
体
的
虐
待　

な
ぐ
る
、
け

る
、
熱
湯
を
か
け
る
、
タ
バ
コ

の
火
を
押
し
つ
け
る
、
な
ど

◆
心
理
的
虐
待　

言
葉
に
よ
る

お
ど
か
し
、
無
視
、
他
の
き
ょ

う
だ
い
と
著
し
く
差
別
す
る
、

夫
婦
間
の
暴
力
を
子
ど
も
に
見

せ
る
、
な
ど

◆
ネ
グ
レ
ク
ト（
養
育
の
怠
慢
・

拒
否
）
食
事
を
与
え
な
い
、
入

浴
さ
せ
な
い
、
な
ど

◆
性
的
虐
待　

性
的
行
為
を
強

要
す
る
、
な
ど

◎
ち
ょ
っ
と
し
た
「
目
配
り
」

「
気
配
り
」
で
、
子
ど
も
を
虐

待
か
ら
救
え
ま
す
。
子
ど
も
の

不
自
然
な
傷
・
表
情
・
行
動
や
、

保
護
者
の
不
自
然
な
言
動
に
気

づ
い
て
く
だ
さ
い
。

◎
相
談
（
通
告
）
は
、
虐
待
者

の
処
罰
の
た
め
で
は
な
く
、
問

題
を
抱
え
て
い
る
家
庭
を
支
援

し
、
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
行

わ
れ
る
も
の
で
す
。
相
談
（
通

告
）者
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

◎
子
育
て
で
お
悩
み
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
相
談
く
だ
さ
い
。
一

緒
に
よ
い
方
法
を
考
え
ま
し
ょ

う
。

◇
相
談
（
通
告
）
先

 

こ
ど
も
課 

☎
21
‐
２
５
１
３

☆
児
童
虐
待
防
止
講
演
会

◆
日
時　

11
月
20
日
（
水
）

14
時
～
15
時
30
分

◆
場
所　

栃
木
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
今
泉
町
２
丁
目
）

◆
講
師　

仲
根
泰
子
氏
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
い
ば
ら
き
子
ど
も
の
虐

待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
あ
い
事

務
局
長
）

◆
費
用　

無
料

◆
問
合
先

 

こ
ど
も
課 

☎
21
‐
２
５
１
３

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
11
月
12
日
～
25
日
）

　

近
年
、
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
る
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力

（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク･

バ
イ
オ

レ
ン
ス
＝
Ｄ
Ｖ
）、
セ
ク
シ
ュ

女性に対する
暴力根絶のための
シンボルマーク

ア
ル･

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
等
と
い
っ
た
女

性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
た

め
毎
年
11
月
12
日
か
ら
25
日
ま

で
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な

く
す
運
動
」
と
し
て
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

「
Ｄ
Ｖ
防
止
講
演
会
」
を
開
催

し
ま
す

◆
日
時　

11
月
19
日
（
火
）
14

時
～
15
時
45
分

◆
場
所　

市
民
会
館
（
日
ノ
出

町
）

◆
演
題　
「
男
女
間
の
よ
り
良

い
関
係
を
築
き
、
Ｄ
Ｖ
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
に
」

◆
講
師　

山
口
晢
子
氏
（
宇
都

宮
文
星
短
期
大
学
教
授
）

◆
入
場
料　

無
料（
自
由
参
加
）

◎
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

ま
ず
相
談
を

▽
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
相
談
ル
ー
ム
☎
０
２
８
‐

６
６
５
‐
８
７
２
０

▽
栃
木
警
察
署
☎
25
‐
０
１
１
０

▽
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ハ
ウ
ス
と
ち
ぎ

☎
０
２
８
‐
６
２
１
‐
９
９
９
３

▽
サ
バ
イ
バ
ル
ネ
ッ
ト
・
ラ
イ

フ
☎
０
２
８
５
‐
24
‐
５
１
９
２

▽
警
察
安
全
相
談
☎
０
２
８
‐

６
２
７
‐
９
１
１
０

▽
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
宇
都
宮
地
方
法
務
局
）
☎

０
２
８
‐
６
２
７
‐
３
８
５
５
（
11

月
18
日
～
24
日
8
時
30
分
～
19

時
は
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
０
５
７
０
‐

０
７
０
‐
８
１
０
も
受
付
）

▽
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
相
談
（ 

こ
ど
も
課
）

☎
21
‐
２
５
１
３

 

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課 

☎
24
‐
０
３
５
１


